
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
の
惨
禍
を
教
訓

に
、
非
武
装
平
和
・
国
民
主
権
・
基
本

的
人
権
を
柱
に
し
た
日
本
国
憲

法
が
施
行
75
周
年
を
迎
え
る
。

こ
の
75
年
は
憲
法
を
日
本
社

会
で
実
効
性
を
持
た
せ
、
世
界

に
平
和
を
も
た
ら
す
た
め
の
努

力
が
続
け
ら
れ
た
。
そ
の
努
力

が
憲
法
を
変
え
よ
う
と
す
る
反

憲
法
的
な
勢
力
の
前
に
立
ち
は

だ
か
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
国
民
主
権
の
前
提
で

あ
る
選
挙
制
度
が
、
衆
議
院
選

挙
の
小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立

制
導
入
で
形
が
い
化
さ
れ
た
。

政
権
党
が
国
会
の
多
数
で
解

釈
改
憲
を
重
ね
た
結
果
、
憲
法

９
条
の
形
骸
化
は
著
し
い
。
す

で
に
専
守
防
衛
論
は
破
棄
さ
れ
、

集
団
的
自
衛
権
に
よ
る
戦
争
参
加
を
前

提
と
す
る
日
本
を
準
備
し
て
い
る
。

と
り
わ
け
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
を
好
機
と
と
ら
え
、
攻
勢
を
強
め
て

い
る
。
し
か
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
現
状

を
見
れ
ば
戦
争
を
起
こ
し
て
は
な
ら
な

い
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

平
和
の
も
と
に
生
き
る
と
は
、
単
に

戦
争
が
な
い
と
い
う
だ
け
で
は
不
十
分

だ
。
格
差
と
貧
困
の
増
大
は
、
民
主
主

義
に
と
っ
て
戦
争
と
同
じ
ぐ
ら
い
有
害

で
あ
る
。
不
安
の
増
大
と
希
望
の
喪
失

は
、
他
へ
の
攻
撃
性
を
強
め
る
。

参
議
院
で
改
憲
発
議
の
で
き
る
三
分

の
二
の
議
席
を
許
さ
な
か
っ
た
こ
と
が

改
憲
を
押
し
と
ど
め
て
き
た
。
そ
の
力

と
な
っ
て
き
た
市
民
と
立
憲
野
党
の
共

同
は
、
改
憲
勢
力
の
反
撃
に
さ
ら
さ
れ

て
い
る
。

今
夏
の
参
院
選
は
、
ま
さ
に
憲
法
が

争
点
と
な
っ
て
い
る
。
自
民
党
や
維
新

な
ど
の
改
憲
勢
力
は
、
参
院
選
で
改
憲

議
席
を
手
に
、
遅
く
と
も
３
年
後
の
参

院
選
で
改
憲
国
民
投
票
を
狙
っ
て
い
る
。

新
社
会
党
は
、
社
民
党
の
参
院
選
比

例
名
簿
に
自
前
の
候
補
を
搭
載
す
る
。

護
憲
勢
力
の
一
翼
と
し
て
、
戦
争
へ
の

試
み
に
対
し
、
平
和
を
愛
す
る
皆
さ
ん

と
と
も
に
立
ち
向
か
う
。
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委員長 岡﨑ひろみ

生活・平和・憲法の危機
自公+維新の政治に あきらめない、くさらない

お
か
ざ
き
彩
子
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
見
ま
せ
ん
か
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
、

政
策
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
な
ど
が
見
ら
れ

ま
す
。
ブ
ロ
グ
も

更
新
し
て
い
ま
す
！

２
０
２
２
年
７
月
に
参
議
院
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
選
挙
は
日
本
の
進
路
を
決
め
る
重
要

な
選
択
が
迫
ら
れ
ま
す
。
参
院
選
で
自
公+

維
新
勢
力
が
勝
て
ば
、
今
後
３
年
間
は
国
政
選
挙
は
な

く
、
「
や
り
た
い
放
題
」
の
政
治
が
続
き
ま
す
。
新
社
会
党
は
、
青
年
女
性
委
員
会
代
表
の
「
お

か
ざ
き
彩
子
」
さ
ん
を
社
民
党
の
参
議
院
比
例
予
定
候
補
の
「
共
同
名
簿
」
に
登
載
し
ま
し
た
。

今
、
非
正
規
、
女
性
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
な
ど
社
会
的
差
別
に
置
か
れ
て
い
る
人
々
の
声
を
届

け
る
た
め
に
奮
闘
中
で
す
。
共
に
声
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
！

憲
法
施
行
75
年
ア
ピ
ー
ル

新
社
会
党



自
民
党
安
全
保
障
調
査
会
（
会

長
・
小
野
寺
五
典
元
防
衛
相
）
は
、

４
月
21
日
に
政
府
へ
の
提
言
を
ま

と
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
政
府
が

年
内
に
取
り
ま
と
め
る
「
国
家
安

全
保
障
戦
略
」
に
対
す
る
提
言
で

す
。自

民
党
は
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
や
中
国
の
海
洋
進
出
を
格

好
の
材
料
と
し
て
、
一
気
に
安
全

保
障
政
策
の
抜
本
的
改
定
を
狙
っ

て
い
ま
す
。
日
本
の
安
全
保
障
政

策
は
３
つ
あ
り
、
国
家
安
全
保
障

戦
略
（
Ｎ
Ｓ
Ｓ
）
、
防
衛
計
画
の

大
綱
（
大
綱
）
、
中
期
防
衛
力
整

備
計
画
（
中
期
防
）
で
す
が
、
既

に
防
衛
省
も
改
定
作
業
を
進
め
て

い
ま
す
。

こ
の
改
定
に
向
け
、
自
民
党
の
各

部
会
が
、
一
斉
に
安
全
保
障
に
関

す
る
「
提
言
」
を
出
し
始
め
て
い

ま
す
。

４
月
21
日
に
出
た
自
民
党
安
全

保
障
調
査
会
の
提
言
は
、
従
来
の

「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」
の
名
称
を

改
め
、
「
反
撃
能
力
」
に
変
え
ま

し
た
。
か
つ
て
、
「
武
器
輸
出
３

原
則
」
を
「
防
衛
装
備
移
転
」
と

し
た
詭
弁
を
再
び
使
い
ま
し
た
。

「
反
撃
」
の
対
象
は
、
ミ
サ
イ

ル
基
地
に
限
定
せ
ず
「
相
手
国
の

指
揮
統
制
機
能
な
ど
も
含
む
」
と

し
て
い
ま
す
。
防
衛
費
（
軍
事
費
）

に
関
し
て
は
、
北
大
西
洋
条
約
機

構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
が
、
国
内
総
生

産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
比
２
％
以
上
と
す

る
国
防
費
に
足
並
み
を
揃
え
、
「
５

年
以
内
に
防
衛
力
を
抜
本
的
に
強

化
す
る
」
と
し
、
こ
れ
を
２
％
と

し
ま
し
た
。

安
倍
晋
三
元
首
相
は
４
月
３
日
、

遊
説
先
で
防
衛
費
を
「
２
０
２
３

年
度
は
当
初
予
算
で
６
兆
円
程
度

を
確
保
す
べ
き
」
と
後
押
し
を
し

ま
し
た
。

自
民
党
の
安
全
保
障
関
係
の
提

言
は
こ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
民
党
政
務
調
査
会
宇
宙
・
海
洋

開
発
特
別
委
員
会
も
４
月
５
日
に

提
言
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

提
言
は
宇
宙
領
域
を
防
衛
戦
略

の
大
き
な
柱
と
し
ま
し
た
。
現
在

の
国
際
環
境
の
厳
し
さ
を
指
摘
し

な
が
ら
、
「
国
家
宇
宙
安
全
保
障

戦
略
の
早
急
な
策
定
」
、
「
宇
宙

作
戦
総
隊
の
創
設
」
な
ど
、
安
全

保
障
強
化
の
た
め
の
整
備
と
予
算

を
「
２
０
０
０
億
円
以
上
の
大
幅

な
拡
充
」
を
求
め
て
い
い
ま
す
。

ま
た
、
「
敵
の
ミ
サ
イ
ル
基
地
策

源
地
の
攻
撃
能
力
の
保
有
と
そ
の

た
め
の
情
報
収
集
と
監
視
」
な
ど
、

日
本
の
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
能
力
を
高

め
る
宇
宙
戦
略
を
様
々
な
角
度
で

提
言
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
「
国
家
機
密
法
」
や

「
戦
争
法
」
な
ど
、
数
々
の
戦
争

関
連
法
が
制
定
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
安
全
保
障
戦
略
改
定
に
と

も
な
う
自
民
党
の
提
言
は
、
い
よ

い
よ
日
本
が
改
憲
攻
撃
と
一
体
に

戦
争
国
家
に
突
き
進
む
姿
が
露
わ

に
な
っ
て
い
ま
す
。

自
民
党
の
提
言
は
完
全
に
日
本

国
憲
法
を
真
っ
向
か
ら
否
定
し
て

い
ま
す
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で

は
、
経
済
は
一
国
で
は
自
立
せ
ず
、

他
国
と
の
相
関
関
係
に
あ
り
、
ま

た
、
「
武
力
で
平
和
は
守
れ
な
い
」

こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

日
本
の
安
全
保
障
政
策
の
基
本

は
、
憲
法
前
文
と
９
条
に
あ
り
ま

す
。
日
本
は
政
治
、
経
済
、
文
化

な
ど
、
各
国
と
の
交
流
を
通
じ
て

友
好
を
深
め
、
敵
国
を
つ
く
ら
な

い
こ
と
が
真

の
安
全
保
障

で
す
。
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戦
争
に
向
か
う
自
民
党

日
本
の
防
衛
戦
略
の
楚
と
な
る
「
国
家
安
全
保
障
戦
略
」
が
年

内
中
に
ま
と
め
ら
れ
る
ま
す
。
自
民
党
は
、
こ
の
改
定
に
向
け

た
提
言
を
政
府
に
出
し
ま
す
。
こ
の
提
言
は
、
あ
き
ら
か
に
憲

法
を
踏
み
に
じ
り
、
外
交
や
安
全
保
障
を
軍
事
力
で
解
決
し
よ

う
と
す
る
危
険
極
ま
り
な
い
も
の
で
す
。
毎
週
開
催
さ
れ
て
い

る
憲
法
審
査
会
は
、
こ
の
動
き
と
連
動
し
て
い
ま
す
。

敵基地攻撃・防衛費２％
５
年
で
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
２
％

軍
事
予
算
に
追
い
つ
く

宇
宙
戦
争
に
年
２
千

億
円
の
予
算
要
求

敵
を
つ
く
ら
な
い

日
本
の
９
条
外
交
を


